
平成 19 年度宮前区区民会議・明日のコミュニティ部会(第 3回) 摘録 

 
日時：平成 19 年 7 月 18 日（水）18：00～ 
場所：宮前区役所 4 階 会議室 
出席者：宇賀神部会長、小林委員長、渡辺委員、三谷委員、永野委員、松井委員、髙木委員 

鈴木恵子委員、 
関係者 福本委員、渡辺委員、内山博一(平小学校区子ども安全・安心協議会)、 

山近昭三（向丘小学校子ども安全・安心協議会） 

事務局：田辺企画調整担当主幹、中山同主査、東同主査、成沢職員 
佐々木こども総合支援担当参事 

 
１ 開会・事務連絡（事務局） 

・ 会議の公開について 
 
 

宇賀神部会長 こんばんは。本日はお忙しい中、蒸し暑い中、ご参加いただきありがとうございます。

今年度 3 回目の明日のコミュニティ部会の会議ということで、渡辺さんと福本さんにつきましては

前回に引き続き、町会関係のお話・ご意見を伺うということでご参加いただいています。また今日

は子ども安全・安心協議会の取組について山近さん、内山さんにお話を伺おうということでご参加

いただいております。ありがとうございます。 
3 回の会議を重ねて、おぼろげに糸口と言いますか、宮前区が目指すコミュニティ像が見えてき

ているのかなと思っております。既存の自治会組織ではなく、小学校区を中心としたフラットな組

織から宮前区のコミュニティを形成していってはどうかと考えています。子ども安全・安心協議会

は最近立ち上がってきた組織ですが、なかなか有効な組織ではないかと我々も期待しているところ

です。今日はお話を聞きながらいろいろ意見交換をしていただければと思います。 
それでは早速議事に入りたいと思います。まずお話を伺ってよろしいでしょうか。お二方は特に

活発に運営されている二小学校区から来ていただいたと聞いています。平小学校区子ども安全・安

心協議会の内山さんから、現状や参考になりそうなお話などお聞かせいただければと思います。よ

ろしくお願いいたします。 
 

２ 議事 

（１）子ども安全・安心協議会の取組について 

内山会長 ご紹介あずかりました。平小学校区子ども安全・安心協議会の内山です。よろしくお願い

いたします。先日佐々木参事から本日参加の要請があり、区民会議やこの部会の資料をいただいて

目を通させていただいたのですが、難しいテーマを扱っておられるなと感じました。地域でコミュ

ニティをどうやってつくっていくのか、昔の隣組の延長のような気がしたのですが、ターゲットを

絞るのが難しいのではないでしょうか。今日は本日までの経過を資料にまとめてきましたので（資

料１）、これに基づいて説明をさせていただきたいと思います。 
最初に協議会の構成ですが、学校、PTA、自治会、青少年指導員、民生児童委員、交通安全母の

会、宮前ワンワンクラブなど 45 名の方で校正されております。 
2番目に指導体制ですが、校長とPTAと協議会議長という形で、協議会議長は私が務めています。



事務局は学校の教頭になっております。会則がございませんので、基本的には集団指導体制という

ことで進めています。共通のテーマである「自分たちの地域から、子どもの不幸を絶対に起こさな

いようにしよう」に基づいて、様々な活動を目指しています。未就学児も念頭に入れながら、主に

小学校 3 年生以下の生徒を中心の対象に考えています。会議としては、総会があり、その下に運営

委員会を設置して、学校と PTA と自治会が一体となって協議をしています。 
3 番目に（平小学校通学児童）の地域別の状況です。平 5,6 丁目からは 107 名の小学生が平小学

校に通っています。平日影自治会では一部向丘小学校に通っている児童もいます。けやき平では宮

前平グリーンハイツ自治会の児童が大半を占めており、154 名が来ています。神木、新神木自治会

からは 99 名が来ています。神木本町 2～5 丁目は神木本町自治会が中心で 220 名が来ています。一

部南原や上作延、長尾小学校に通っている児童もいます。また、学区外から通っている児童も 10
名、全体で 590 名の児童がおり、その内 3 年生以下は 299 名、つまり約 300 名です。1 学年大体

100 名ということになります。 
4 番目に協議会の経過ですが、「設立」は平成 18 年 3 月 6 日です。「会議」は今日まで運営委員

会 3 回、総会 3 回の会合を開いております。大抵総会の前に運営委員会を開き、どういうことをや

るのか協議しています。最初に「子ども 110 番の増強」を 125 箇所行いました。それから地域の「パ

トロール」ですが、これは PTA が全員 3 つに分かれて地域を周り、自治会は自分達の地域の範囲

を周っています。PTA と自治会それぞれ別の活動ですが、お互い道路で良く会う状況になっていま

す。「集団下校」には通常の下校と保護者がひきとりにくる下校とがありますが、今年の 5 月には

全校で学校内 24 箇所に引渡しポイントをつくり、そこまでは先生が生徒を誘導し、各ポイントで

それぞれの地域の保護者の方々に児童を引き渡すという中間的な集団下校の訓練を行ないました。

これは先生が計画し、PTA の私達に説明して今年初めて実施し、先日反省会も行なわれました。「地

域別の危険マップの検証」は PTA と教職員が調査作成を行いました。結果について PTA の校外委

員と自治会で現場検証を行い、防犯灯が必要な場所に防犯灯設置の費用を捻出したり、枝が伸びて

灯りをふさいでいる木があれば所有者に枝の剪定をお願いしたりといったことにつなげたいと考え

ています。今年の 9 月を目標に調査し、年度内に危険箇所の改善に取組む考えです。また、「集団

下校日の訓練日」を平小学校の安全・安心の日と定め、この日に毎年集団下校の訓練を行なう日と

しました。また、先ほどの危険マップなどの結果を踏まえて「通学路の見直し」も行なう計画です。

9～10 月に開催予定の「地区別懇談会」の目的は PTA の校外委員、役員と自治会の懇親、意見交換

です。これまでは学校と PTA のつながりだけが強く、地域が間に入るのが難しかったことがありま

す。危険マップの検証結果、通学路の見直しなど共通のテーマで交流を持とうじゃないかという狙

いです。平小学校は 4 地区に分かれておりますので、それぞれの地区で懇談会を開催する予定です。 
その他、周辺組織として、平小学校を中心とした避難所運営会議があります。けやき平、新神木、

平日影 6 丁目の方々がこちらの小学校に避難所に避難することになっております。区役所地域振興

課の企画で 9 月には避難所解説訓練を行なう予定です。また、宮前区社会福祉協議会の傘下である

地区社会福祉協議会のエリアが今年 6 月に分割され、けやき平、新神木、土橋で宮前第 2 地区社会

福祉協議会が設立されました。これまで社会福祉協議会を良く知らない住民もいた中、もっと地域

に密着した活動をしていこうという目的でした。従来の一つのエリアを 3 つのエリア分けられてい

ます。 
指導体制について、集団指導体制で、三者で協議して決めていくということですが、これまで説

明したようにそれぞれの立場からの提案を皆で実行していくという体制ができています。 



協議会を校正する青少年指導員、民生児童委員、交通安全母の会などは自治会から選ばれた人で

あり、宮前ワンワンクラブのメンバーも自治会の役員も兼任している人で、お互いは顔見知りであ

り、縦割りの意識をなくし、横に繋がっていく組織でやっていこうという意識があります。 
この部会では新旧住民の差ということも話題になっているようですが、身内意識は無くしていた

だき、「強調」ではなく「協調」でやっていきたいと考えています。最も大切なのは相手を尊重する

ことです。会長がリーダーシップを発揮して引っ張っていくような組織ではなく、みんなで計画し

て、みんなで参画し、みんなで責任を取っていく、昔の村組織のようなイメージです。自然に様々

な交流が生まれます。既存の組織の方々はこれまでの枠をはずしていただいて、地域全体の枠が成

り立つ様にもっていきたいと考えています。既存の組織にどうしても入りづらい、既存の組織が強

い、入れてくれないということがないように、参加者がそうした意識をもっていれば良いのではな

いかと思います。 
宇賀神部会長：ありがとうございました。すごく頑張っていらっしゃることが伝わってきました。皆

さんご質問等もあるかもしれませんが、もう一方、向丘の山近さんから先にお話をいただきたいと

思います。 
山近会長 私の方は内山さんのようにきちんとした資料等はありませんが、これまでの概略や経緯な

どを説明させていただきます。 

神奈川県の安全・安心まちづくり推進協議会が平成 17 年 10 月に立上げられたことを受け、宮前

区でも平成 18 年 3 月 6日に、安全・安心まちづくり推進協議会の第 1回の会合が開催されました。

参加団体は行政をはじめ、区内の町内会自治会連合会など、多くの団体が参加しました。この会合

で「宮前区安全・安心のまちづくり宣言」が出され、子ども安全・安心協議会の設立が提案、承認

されました。その後は小学校区ごとに、どういう形で組織をつくっていったらいいのかを話し合い

ました。向丘小学校区では、設立の為の会合を開くために、校区内の全ての町会や自治会、マンシ

ョンの管理組合などに案内状を配布しました。5 月 15 日の第 1 回会合での参加者は 27 名でした。

まず経緯・趣旨等について説明したところ、快く賛同していただき、「向丘小学校区子ども安全・安

心パトロール協会」という名称で立ち上げました。会長、副会長を選出し、事務局は学校が担い、

現在は会則もいろいろな意見をいただきながら、検討しているところです。向ヶ丘小学校区子ども

安全・安心パトロール教会は、安全・安心まちづくり団体としての登録も申請し、認可されていま

す。活動中の傷害などに保険の適用ができるということで、助かっています。先輩のアドバイスで

県の方の設立助成金にも申請し、まだ振り込まれていないのですが、8万円の資金が出るそうです。

この 8万円の用途は全て報告しなければならないのですが、活動中に着用するベストを買おうとい

うことで、業者に見積等お願いして検討を進めています。また、ＩＤカードを学校側で 150 部作成

していただきました。それを今首にかけたり、腕章を着用して見守り活動を行っています。全老連

の方からも都道府県の事務局にこうした見守り運動推進の要請がありました。川崎市では 7 区で 9

の老人会連合会があり、13 団体が運動を行なっている状況です。 

活動の実態ですが、五所塚長生（ちょうせい）会という老人会が中心となっています。現在 18

人の会員で 4,5 年前から区の一声運動にかかわり、これまで継続して子どもの見守りに取組んでい

ます。町会関係や父兄の方々は仕事を持っていて活動になかなか参加できない方も多いようです。

各町会には資金のカンパや回覧などの形での協力をお願いしていますが、まだ返事がない状況です。

現在全体では 6団体から合計 83 名の方々が見守り活動に参加しています。全ての方がいつも出てい

るわけではなく、交代制です。向丘小学校には多摩区から通っている児童もいますが、そちらの地



域からも 6人ほどこれまで何回か活動にご参加いただいています。 

朝の登校時は全児童が 8:30 までに登校となっていますので、学校区全域で見守りを実施していま

す。立上げ当時から下校時も見守ろうと取組んでいますが、下校の時刻はバラバラで大変です。4

時頃まで当初はやっていたのですが、3 年生ぐらいまでが下校すればということで、今は 3 時過ぎ

までになっています。これから暑くなり、見守る方も大変なのですが、最後までできないことを少

し心苦しく思っています。 

子ども達とも顔見知りになり、お互い声をかけあったり、都合が悪くて出られなかった日に子ど

も達から「おじさんどうしたの？」と言われたり、コミュニケーションが徐々に進み非常に良い傾

向だと思っています。先日下校時に不審者がいると通報があり、警察も駆けつける事件がありまし

た。実際は中国拳法をやっていた青年たちが刀の様なものを練習で振り回していて、実際に話して

みると良い子たちで何でもなかったのですが、パトロールの事も含め、今後は協力してもらえるよ

うに話しました。 

5 月だったと思うのですが、タウンニュースに活動を紹介する記事が掲載されました。女性の記

者がいらして、当日は雨が降ったり風が吹いたり大変だったのですが、3 枚の写真が掲載されまし

た。3月には学校に招かれまして、朝礼で全生徒が集まった体育館で我が会の 64 名が前に並び、子

ども達が「感謝の会」を設けてくれました。軍手に花や様々な形の布を縫い付けた子ども達の手作

りのプレゼントもいただき、「おじさんおばさんありがとう」と声をかけていただきました。学校側

としても非常に気を使ってくれています。 

学校からは毎月の行事表を事前にいただいているのですが、時間帯が書かれていなかったので、

下校時刻がわからないことがあり、「今日は子どもが少ないな」と思ったら、いつもより早く下校し

ていたこともありました。連絡体制の改善を先日校長にお願いしたところです。 

午後の見守りは高山若葉会の方が多いのですが、高齢者が多く、暑さも負担になるので、夏場は

少し休もうかという話も出ています。各グループの代表者に一度集まって頂いて、今後の分担など

話す必要があるかなと思っております。 
宇賀神部会長 お二方ありがとうございます。「子どもの安全・安心」というテーマがはっきりして

いるということで、協力者が集まりやすい点もあると思いますが、やはり実際に運営していく上で

の苦労もたくさんおありだなと思いました。みなさん質問等はありますでしょうか？ 
永野委員 学校や PTA の場に、地域に方が入り込んでいくことの難しさを良く聞くのですが、お二

方の地域は学校にうまく入って、中心になっておられる。何かその点での苦労などはあったのでし

ょうか？ 
内山会長 舞台裏を話しますと、正に人脈です。ＰＴＡ会長のお子さんが私の子供と同級生で、私は

知らなかったのですが、うちにも何回か遊びに来ていたり、ＰＴＡ会長の娘さんが自治会長の娘さ

んと同級生だったりと、自然に交流できるような背景がありました。私自身も 2 年前まで自治会長

を務めていまして、各地域の会長さんや防犯部長さんとも面識がありました。また皆さん今回の話

にもうまく乗ってくれました。 
永野委員 意識して縦割りをやめて横へつなぐ、身内意識をやめるといったお話もありましたが、実

際どのような呼びかけなどをされているのでしょうか？ 
内山会長 そう簡単にはいきませんが、何回も言う事によって徐々に浸透していくのではと考えてい

ます。自治会は民生委員や青少年などの推薦母体にもなっており、本来はみんな身内なのです。各

自治会長には胸襟を開き、面子を考えずに自ら寄っていってくれと、繰り返しお願いしています。



「向うが何も言ってこない」ではなく、自分の側からアプローチしていくことが必要です。うまく

いかないこともありますが、すこしずつ心が通ってくるようになってきたと感じています。PTA と

の交流は人脈があったということ、「小学生を守るというのは正に“地域が”守る」ということをお

経のように何回も言ってきました。 
他所の団体が協議会の構成メンバーに入れてくれと言ってくることもあるのですが、どうも名を

取るだけで有言不実行の組織、地域に貢献しているんだというような形だけ欲しがっていると思わ

れた組織については、丁重にお断りをしました。この活動は実際のパトロールに参加しなければ意

味が無いと思っています。 
先ほど説明が漏れましたが、地域のパトロールは月 1回、ＰＴＡが地域の通学路を中心に行ない、

地域では通学路の中のある決まった場所で見守る定点パトロールを実施しています。点と線を合わ

せて、通学時の児童を見守っています。 

来年は参加組織同士のネットワークを充実させようという話も出ています。先日父親参観日が週

末にあり、月曜がお休みだったのに、知らずに見守りで立っていたことがありました。学校行事の

際や時間の変更があった場合の連絡が互いにスムーズにいくようにしていくことも課題です。 

宇賀神部会長 山近会長さんの方では人集めなどで苦労されたようですが、PTA との打ち合わせ等は

活発に行なわれているのでしょうか？ 
山近会長 これまで立上げの時も含め、自主的に 3 回の打ち合わせをもちました。ＰＴＡや校外委員

にも集まっていただいて話合いました。今後の活動についてもまた話合っていきたいと考えていま

す。見守りは実際に人が動かなければ意味がなく、組織に名前だけ連ねていても仕方がありません。

ＰＴＡや校外委員は学校に顔を出すのは入学式など年数日だけということも多いようです。役員に

なる人は他の組織でも役務を兼任されている方も多く、仕事も持っていたりし、定期的に決まった

時間に参加するのは難しい状況があります。担い手の大部分が高齢者なのが実体で「今の体制でい

つまで続けられるのか？」とか「金をもらっているのか？」と聞かれることもあります。今後は少

しずつでも活動への理解を含め、互いにねぎらいの言葉を掛け合えるような形が理想です。 
宇賀神部会長 活動は基本的には強制ではないですよね。そこが難しいところでもありますが。 
山近会長 強制ではありません。犬の朝の散歩の時だけでも、札をかけて参加してくれとお願いした

ら、「そんなのいらない」と言われたこともありました。民生委員や青少年指導員には働いている方

が多く、なかなか協力が得られていないのも事実です。会合の度に徐々に話していくしかないと思

います。 
三谷委員 宮前区は 21 万人の人口がありますが、多くは比較的新しい地域です。コミュニティの希

薄さを改善していかなければ、今後非常に寂しい地域になってしまう。区全体で考えるのではなく、

17 の小学校区単位で考えた時、今日お越しいただいた 2 地域で子ども安全・安心協議会が非常に活

発に動いているということでお話を伺ったのですが、うまくいっている地域の事例を聞くことによ

って、それが他の地域でも活かせるのではないかと思います。平小学校は創立が比較的新しい学校

で、向丘小学校は区内で最も古い学校ということで、両極端なのを興味深く思いました。平小学校

では学校・ＰＴＡ・地域の 3 団体で、相互信頼尊重しながら運営されているということで、独自性

を感じました。向丘小学校では、老人会の方々が主力になっているということで、弱冠お悩みもあ

るようですが、非常に心強く思いました。組織の作り方や母体、担い手については、他の地区が参

考になる面があると思います。 
まだ活動が始まったばかりではありますが、今後活動の継続性なども考えますと後継者問題も出



てくるのではないかと思いますが、どうでしょうか？また学校の協力がうまく得られない場合など

はどうしたら良いと思われますか？ 
内山会長 ご質問の答えになるかわかりませんが、最初はなかなかうまくいかないのが本当だと思い

ます。私はやはり集団責任体制が重要だと思います。誰か一人がリーダーだったり、長となると「俺

に話しが無かった」というような話が出てきたり、周りもなんとなくその人にまかせたり、押し付

けたりしてしまいます。気が付けば後ろには誰もいなかったということになりかねません。責任も

権力も集中させないことが必要です。また地区の社会福祉協議会との連携を今後ぜひ深めていきた

いと考えています。有言実行の協力体制をつくりたいです。避難所運営会議など今後具体性が求め

られてくる組織も地域にあります。今、横のつながりを広げていく意識を常にもっていかなければ

うまくいかないと思います。学校に対してもきちんと責任を明確化させています。校長が忙しくて

会議に出席できなければ、必ず代理で教頭などに参加してもらい、そこで決まったことは学校側に

も責任を持ってもらうということを明確にしています。 
山近会長 学校側も責任をとるのは当然ですし、その認識は持っていただいていると思います。学校

の子ども＝地域の子どもということを共通の認識にしていく。そしてお互いの活動を尊重し、ねぎ

らいの言葉を掛け合えるようになれば良いと思うのですが、学校の態度を冷たく感じてしまうこと

もあり、なかなかそうはなっていないのが現状です。しかし、そんな思いや、何か要望があればで

きるだけ遠慮せずに学校側に伝えるようにしています。下校時刻や学校行事の連絡についてもまだ

すれ違いが度々あります。先日も夏休み中に 1 週間だけ課外教育があるので、その時の見守りをお

願いするかもしれないという話がありましたが、今日まで連絡がまだ来ておらず、頼まれてもこれ

から体制を組むのは難しいかもしれません。 
後継者については、若い世代は仕事で参加が実質的に不可能なことも多いと思いますが、誰か一

人でも参加していただければそこから広げていきたい思いがあります。しかし実際には、何か言う

とやらなければならないから、口も出さずに一歩下がった状態で見ているだけの人が殆どです。 
福本委員 地域と学校でかなり温度差があるのが実態だと思います。学校関係の集まりは地域から見

ると内輪で外から入りにくい面があります。私の地域では、自治会の方から見守りの体制について、

協力の用意がありますよ、「何名出してくれ」という具体的な養成があれば、出しますよ、と書類ま

で提出しましたが、今日までなしのつぶてです。子ども 110 番の話が来た時は、依頼が受けた 1 件

1 件に対して生徒から直筆の手紙が来た事もあり感心したのですが、、、 
渡辺委員 私の地域でもなかなか学校との関係がなかなかうまくいっていない。卒業式や運動会には

自治会として参列していますが、それ以外の場面での学校との接触が極めて少ない現状です。まだ

一生懸命やっている途上にあります。 
資料についてですが、神木本町の一部の生徒が通っているのは上作延小学校ではなく、向丘小学

校です。また協議会の構成メンバーのところで、自治会から会長、防犯部長、敬老会合わせて 14
名ということですが、4 地域から会長、防犯部長がそれぞれでていて、残りの 6 名が敬老会の方と

考えて良いでしょうか？ 
内山会長 必ずしもそうではありません。地域によって異なります。 
渡辺委員 向丘小学校区のお話を聞いて、老人会のパワーを活用しないとやはり難しいのではないか

と感じました。私自身もこの 4 月から地元の老人会に参加しているのですが、今日も朝から集まっ

て森林公園の花壇の草むしりをしていました。非常に元気でパワーがある。何かあると 30 人くら

いすぐ集まります。 



山近会長 老人会に全てもってこられても困るのですが(笑)。老人会のメンバーもいつも出られるわ

けではありません。来られないメンバーがいた場合は、そのグループの責任者にまかせて誰かが代

わりに出るような体制をとるようにしています。 
渡辺委員 83 名というのは老人会の方がほとんどなのでしょうか？ 
山近会長 そうです。 
宇賀神部会長 内山さんのお話で、従来の縦型の組織を横につなぐ努力を非常にされていることを感

じました。しかし壁のあつさをすごく感じるように思う。縦を横にするのは本当になかなか難しい。 
鈴木委員 私は PTA から出発して、今は地域で、グループで活動しています。老人会はもちろん、

様々な組織と連携しながらやっています。地域には 40～50 代の PTA の OB の方がいらっしゃると

思います。その女性パワーをもっと活用していきたいと思います。地域の学校に子どもがお世話に

なったというのは貴重なつながりです。そうした方達が今どこにいるのか、把握していないことが

非常に多い。私の家にも子ども 110 番の依頼などの話が来たことはありません。私の周りの仲間の

中の PTA の OB の方々も同様です。話がくれば協力する人はいるはずです。地域を組織で見てい

くのではなく、人のつながりで見ていく。そうしたほうが動ける人材を捕まえられるのではないで

しょうか。例えば福本さんが学校に行っても。うまく話が通じないのは、つながりができていない

のが原因だと思います。組織だけでなく人脈でつないでいけば、いろんな年齢層の人達も関われる

と思います。 
内山会長 PTA の OB は手強い。だからなかなか寄り付かない。うちにも PTA の OB 会があるので

すが、とても強い組織です。老人会もまた強い組織で、なかなか自分たちのやり方を曲げることな

い一面があります。 
鈴木委員 私も PTA の OB 会には入っていません。OB 会という組織で捕まえるのではなく、関わっ

てくれそうな人を一本釣りで捕まえる。卒業生がいる家は地域にいっぱいあるはずです。 

山近会長 卒業した途端「やっと終わった」ともう関わらない人が多く、卒業後も地域の事をやって

いこうという発想はあまりありません。地域のことを真剣に考える人は少ないのが実情です。 
内山会長 PTA の役員 OB は私の地域でも狙ったのですが、引き受けてくれる人はあまりいませんで

した。 
鈴木委員 卒業したばかりの人はやはりやらないと思う。少し時間がたった人はどうでしょうか。子

育ての分野でも、おばあちゃんたちが結構力になっています。PTA でも孫のために参加しているお

ばちゃんが増えてきています。 
小林委員 このまま運動を続けていけばうまくいくと思っていますでしょうか？また、うまくいかな

いとしたら、どこが問題でしょうか？また、避難所運営会議や将来的なテーマとしての防災との関

係はどのように考えているでしょうか？ 
内山会長 今は坂を上っている方向です。景気の良いときに景気が悪いことは考えない。「いつまで

やるんだ？」というような声も出始めてはいます。活動を続けていくことには、肉体的な負荷もあ

りますので、ローテーションなどうまく組んで、一人ひとりの負担を軽くするように努めています。 
避難所の運営会議についてはすでに足かけ 3 年ほど定期的にやっています。この会議の中には校

長も施設責任者として入っており、PTA も入っています。生徒が在校時に災害発生した場合の想定

も 2 年半ほど前からやっており、安全・安心協議会よりも先に動いていた経緯があります。 
松井委員 安全・安心を得るためには、地域が共同していろいろなプログラムを消化していることが

必要と思います。例えば、盆踊りやお祭りをよくやっている地域、ある目的の元にまとまれる地域



は、結果的に安全・安心も良い活動ができてくる。違うことを目標にしていても、地域の活動とい

うものはつながってくるのではないかと思っています。また、地域への愛情や誇りを持てるように

ならないと活動に関わる動機も生まれてこない。地域としての文化度をあげていく。地域の人材と

組んで進めていくことは非常に難しく、時間もかかると思いますが、そうしてやっていくことが安

心・安全につながる。 

私の団体でも学校を絡ませて、学校との距離を近くし、学校と協力しながら、色々なプログラム

を組むようにしていますが、それは何かあったときに役に立つのではないか思っているからでもあ

ります。そうしたグループがたくさん地域にあると良いですね。一つのつながりではなく、多様な

つながりが絡み合う。また、活動を自分が楽しめな、自分の為になっていると思えないと長続きし

ません。活動が重荷になってしまっては続かない。いつも頭を悩ませているところです。 
高木委員 地域文化という意味では、初山では自治会として獅子舞をやったり、お寺さんの万灯をや

ったりしています。宗教的な事業には自治会は関われないということで、獅子舞は保存会を別につ

くって組織を地域と一度分けてしまった経緯がありました。しかし、今はそれを「文化」ととらえ

て自治会がどう関わっていけるか、どうやってコミュニティを広げていけるか考え始めています。

8 月には十王堂で閻魔様のお参りという行事があるのですが、今これに自治会の暮らしのセミナー

の出張講座で閻魔様に絡めた落語を呼んで人を集めようという試みがあります。その他、お寺でも

越路吹雪さんとシャンソンを楽しむ会など文化的なことから人を集めるイベントが企画されていま

す。従来地域から切り離してしまったものを、人を集めるしくみと絡めてしかけづくりをする。そ

ういうことからやっていかないと地域を愛せなくなってきているように思います。町会も直接関わ

っていくのは難しいことでも、人を集めるしかけづくりとしてなら関わりやすい。 
活動の参加者ですが、時間がとれる方というとやはり老人になってしまう。青少年指導員や母の

会のメンバーになっているような方でも実際に集まり、活動できるのは年数回だけという方も多い。

団塊の世代も含め、どう地域の活動に引き込むかが、やはり最も難しいところであり、重要なとこ

ろだと思う。自治会でうまくやっていきたい。また勉強です。 
山近会長 活動は続けることが重要です。地域に帰ってくるという団塊の世代もターゲットにして、

自分が死んだ後も継続していける体制を作りたい。どの時代も子供たちは常に地域にいる。今の子

どもたちだけでなく、5 年先、10 年先の子どもたちも見守っていく思いで活動しています。 

小林委員 内山さんにお聞きしたいのですが、活動資金はどうされているのでしょうか？ 
内山会長 助成金や補助金の申請も考えてはいたのですが、結構自治会がリッチなようで、それぞれ

で自主的に負担しているようで、資金に関する要望や発言は今のところ無いです。 
 

（２）今後の課題解決に向けた審議について 

事務局 今後の審議の仕方ですが、この部会は昨年度からの継続で、これまで都合 5 回の会合を開い

て意見交換をしてきました。みなさんの任期が今年度いっぱいということで、限りもあるので、年

度内にある一定の形を成果として出したいと考えています。スケジュール的なことは正式には今月

末の企画部会で話し合い決定しますが、事務局の案では今後の全体会を 8 月 10 日、11 月、2 月の

開催で考えています。2 月の最後の会を 2 年間の総括の会として、逆算して考えますと、11 月の区

民会議には部活としてのまとめができていると良いと思います。昨年の様に区民会議からの提案と

いう形ができれば、総括にもつながりやすいと思います。8 月の全体会は本日までの議論の進捗報

告で良いと思いますが、以降は事務局からのこれまでの議論を踏まえた投げかけもさせていただき、



まとめを意識した検討を進めたいと思います。参考資料として、昨年の高齢者部会、子ども部会で

の議論ペーパーを配布しています。同じような形がこの部会に相応しいかどうかも含めて、皆様の

意見を伺いたいと考えています。 
また、地域防災部会の検討経過の資料も配布させていただきましたが、「顔の見える関係の強化」

というところで、明日のコミュニティ部会で検討していくという形で整理をしていますので、これ

についてもご意見があれば、いただければと思います。 
宇賀神部会長 事務局からのお話のとおり、日程的な区切りを意識した進行が必要です。明日のコミ

ュニティ部会としては、テーマが掴みにくい一面もありますが、11 月に向けてまとめをしていくた

めにも、これまでの議論の整理がそろそろ必要だと思います。いかがでしょうか？ 
内山会長 高木委員から文化的なコミュニティから起こしていくという話も出ましたが、ぜひそれを

自治会を巻き込んでこれをやっていっていただきたいと思います。自治会は区民の 70％が加入して

いる、最も大きな母体です。老人会もやはり自治会員の一員です。私の地区では老人会を自治会か

ら離すかどうか議論となったこともありましたが、そうなりませんでした。 
また取組の提案をする時は、町会自治会連合会の会合に報告して終わりというのではなく、理解

がありそうな地域、うまくいきそうな地域はぜひ一本釣りで直接声をかけていただきたい。縦割り

の組織の上の部分で報告してどうでしょうか？と話すだけではせっかくの検討内容も死んでしまい

ます。検討を活かし、実践につなげるためにはターゲットを絞ることが必要です。全ての地域が足

並みをそろえて同じようにやる必要は全く無いと思います。 
三谷委員 この部会のゴールをどこに求めるか、次回お話したい。あと会合が何回できるかを明確に

し、ゴールを明確にする。提言書を一つのゴールとするのか、動きやすいように的を絞るのか。作

業の時間は充分あると思う。17 の小学校区をゾーンにしていこうというところが決まっている。 

小林委員 テーマは大体決まっている。子ども、安全安心を基盤に防災などにも触れたい。高齢者は

地域包括センターがあるが、範囲が広すぎると思っている。テーマがある程度絞られているので、

あの地区にはこういう人がいるよということころまで、地域での働きかけがしやすい形までもって

いくことをゴールにしたい。 
宇賀神部会長 やはり最も重要なのは人脈でしょうか。 
三谷委員 人材についても、PTA の OB などいろいろなシナリオが出てきた。私は 17 の地域の個性

化ということが最も重要だと思う。担い手についても、薦め方についてもそれぞれの地域の独自性

があって良い。これまでの話合いでは商店街が出てこなかったが、私は、商店街は地域活性化に非

常に重要だと思っています。 
小林委員 やれる地域から取組んでいき、それを飛び火させていくという形で良いと思います。 
宇賀神部会長 11 月にまとめることを目標にそれまで必要に応じて月 1 回ほどの会合を開いていき

たい。次回はゴールを定めるための課題整理を行いたいと思います。 
永野委員 次回の 8 月の全体会の報告はどのようにするのでしょうか？ 
高木委員 経過報告ですから、事例を聞いたことを報告し、今後の検討ための整理をしていくことを

説明すれば良いと思います。 
宇賀神部会長 全体会での報告は経過報告ということで、部会としての次回の会合はそれ以降 8月下

旬あたりに日程調整の上、開催させていただければと思います。 

 

３ その他 



小林委員 以前話の出ていた参事の方々との話し合いや意見交換の場についてもそろそろ日程の設

定をお願いしたいと思います。参与の方々に何をしていただくか、していただけるのか、話してい

きたい。 

事務局 参事との意見交換会は、日程調整等難しいかもしれませんが、進めていきたいと思います。

事務局としては、次回 8月の全体会の前にやってはどうかという案も出ています。 

小林委員 ただの交流会、意見交換会ということではなく、ある程度テーマを決めて、何ができるか

というところ、解決策や実践につながるところを少しでも詰めるような会にしたいと思います。 

 
 
 


